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要　旨

　中学校で和楽器の授業が必修化されて早10年が過ぎ、授業実践は広がりつつある。しかし実際の現場では、調
達可能な楽器数の不足、調絃等の物理的準備の大変さに加え、授業時数が少ないために内容が充実しない等未だ
に問題が多い。本論は、平成22年度と23年度に教育学部と附属中学校で行った箏の連携授業の実践から、中学校
音楽の限られた時数の中でより効果的・効率的な箏の授業を行う手立てを探るものである。連携授業は附属中学
校第１・第２学年各４クラスにおいて各２時間行い、学部教員は授業者として、教育学部音楽教育専攻生は授業
支援者として参加した。この実践をもとに本稿では、具体的な教材・手立てとして①３人１面での活動の利点、
②基礎技能習得のための「親指AB練習シート」、③「わらべうた」「名前呼びリレー」「俳句de創作」などの五音
音階を用いた創作活動、④琉球民謡「てぃんさぐぬ花」の手立て⑤表現とリンクする鑑賞活動、の５つの視点か
ら述べる。これらを踏まえた考察としては、中学生の「仮面性」に対し、「創作的要素が強い３人一組での活動」
が主となる箏アンサンブルでは、箏の有効な「道具性」が見て取れた。同時に「生徒の音楽的創造のプロセス」
を評価する指導・支援の在り方も、これらの手立てを有効にする重要な視点であるといえる。

はじめに

　オリンピックを含め世界一13連覇を達成して、国民
栄誉賞受賞が決まったレスリングの吉田沙保里選手

は、皇室主催の秋の園遊会に招かれ、振袖姿でテレビ
のインタビューに次のように答えていた。「日本で一番
すごい賞を頂くことになり、このように綺麗な着物を
着る機会も頂き、身が引き締まる思いです。」３歳から
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レスリングに親しみ、国際的舞台を何度も制覇した女
性も、日本の伝統的衣装の美しさに憧れる。しかし、
日常的に着物を着る機会など現代にはほとんどない。
この状況は、箏をとりまく環境によく似ている。
　琴（箏）は、日本古来の伝統楽器として誰しも認識
しており、お正月などにはテレビやお店のBGMで見聞
きしている。弾いてみたいと憧れるが、中学校で箏の
授業を行うと、８割程度の生徒が初めて触ったと言う
のである。
　和楽器授業の充実は今日の課題であるが、現場では
急速には解決できない問題を多く抱えている。本論で
は、群馬大学教育学部と附属中学校で２年間にわたっ
て行った箏の連携授業の実践から、効果的・効率的教
材と授業構成の手立てを探り、今日的課題への一方策
としたい。

Ⅰ．和楽器授業の現状と研究の背景

１．和楽器授業をとりまく現状と問題の所在
　2002年の学習指導要領改訂により、中学校において
和楽器を扱うことが必修化され、また2008年改訂にお
いても和楽器を取り扱う趣旨が明確化されたことによ
り、現場では和楽器を扱う授業を行うようになってき
ている。しかし、教員の和楽器授業に対する不安は始
めの施行から10年経過する今も大きい。現職教員対象
の専門家による講習会は施行前から各地で行われてお
り、教員側の意識も高くこの手の講習会へは毎年参加
し、すでに10年間受講したという教員も少なくないだ
ろう。和太鼓等については、小学校の運動会や地域の
お祭り等で子どもが接する機会も見受けられるので、
普及率も高いと言え、表現媒体の性格上、扱いについ
て深刻な問題を感じない。それでは、どの和楽器にも
親しんだことのない教員が和太鼓の次に扱いやすく、
授業として効果が得られる和楽器は何か。筆者は、そ
れは箏だと考える。
　本学の教員免許状更新講習受講者からの情報１で
も、中学の箏の授業では、「さくら」、「六段の調べ」を
扱う例が圧倒的に多く聞かれる。しかし、扱うのみで
なく、題材を発展させるアイデアが求められている。
また、授業時数の制限等の問題が大きいため、箏の運
搬・調絃等、準備だけでもかなりの時間と労力が必要
となる。

　加えて、十分な楽器数を調達することの困難さが問
題の上位にあげられる。実状では、２～３面の箏で授
業を行う例が多く、生徒は紙に書いた13本の絃の絵で
「さくら」のフレーズを練習し、実際に楽器で弾いた
のは、順番がまわってきた１～２分のみ、という例も
少なくない。
　以上のように、授業時間数が極端に制限されている
現状で、効果的・効率的な授業を行うための具体的教
材や授業構成のアイデアが求められている。

２．本研究の背景及び先行研究
　本学教育学部の「邦楽器演習」では、箏の基本的な
扱い、奏法習得に加え、現場に出た時に、限りある時
数の中で効果的に実りある授業を行えるよう、効果的・
効率的な教材を探っている。この取組の詳細は拙稿で
まとめている２。
　また、平成22年度より、教育学部と附属中学校での
和楽器連携授業を行っている。これは、附属中学校の
年間授業計画における通常の和楽器授業に、教員と大
学生が支援参加する形で実施している。過去２年間
行ったが、これは学部授業「邦楽器演習」で研究して
きた教材を実際の現場で検証する機会となった。本稿
では、実践での検証を踏まえ、効果的・効率的教材や
具体的な授業構成の手立てを提案するものである。
　次に、本研究に関わる先行研究について触れる。
2002年の学習指導要領改訂以来、和楽器を用いた授業
の必修化を背景に、大学の教員養成課程において、実
際の教育現場で和楽器を扱うことをより具体的に念頭
においた授業展開や研究は増加している。尾藤は箏を
用いた和楽器授業に関連して、創作活動における有用
性を早くから提唱しており３、また教員養成における
箏の奏法習得についてや４、噪音の観点から箏独特の
奏法に着目し、その表現の効果の鑑賞度合を「味わい
状況」として調査する５等、継続的な優れた研究が着目
される。また、拙稿では本学「邦楽器演習」における
実践から教材の提案はあるものの、いずれも大学の学
部実践の域を出ない。実際の中学校現場における研究
として、兼平６は、「思考力育成」の視点から全７時間の
中学校での箏の創作授業を「音楽的思考」を位置づけ
実践、分析している（兼平2009）。しかし、本論に類似
する時数制限下での効果的・効率的な箏の題材提案を、
実践的検証をもとに行っているものは見当たらない。
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Ⅱ．研究の目的

　和楽器の中で最も中学校授業に取り入れやすいと考
えられるのは箏である。本研究の目的は、教育学部の
授業「邦楽器演習」でこれまで研究してきた「現場を
想定した教材および実践方法」について、附属中学校
での授業実践を通して得られた成果を検証し、時数制
限を始め困難を抱える学校現場に対し、効果的・効率
的な題材・授業構成の手立てを提案するものである。

Ⅲ．連携授業の概要

　連携授業は、群馬大学附属中学校の第１学年、第２
学年の年間授業計画の中で行われる通常授業に、大学
教員が共同授業者、学部生・研究科生が授業支援者と
して参加する形で行った。学年及びクラスは第１学年、
第２学年それぞれ４クラスあり、各クラスがそれぞれ
計２時間の授業を行い、総時間数は16時間であった。
　連携授業に参加した学生は、集中講義「和楽器授業
実践演習」の履修者と、教科教育実践専攻の研究科生
である。この集中講義は、「邦楽器演習」を既習の教育
実習を終えた３年生及び４年生が対象で、附属中での
授業支援を目的としている。授業の一部で教材研究を
行い、大半を実際の授業支援活動とした。単元・教材
を組み立てるにあたり、附属教員も加わり効果的な教
材設定をし、大学生はグループ活動等の支援の他に授
業における範奏、鑑賞曲となる曲の演奏を担当するた
め、大学での授業でその練習を行う。グループ活動で
は創作活動が多いため、生徒の創作活動を想定しなが
ら、即興に使いやすい奏法や伴奏パターンを具体的に
練習した。例えば「わらべうた」に即興で伴奏と合い
の手を入れるという創作活動では、活動前に大学生が
「範奏」を演奏し、活動のイメージを提示する。この
短い範奏は、生演奏の鑑賞でもあり、これから行う活
動の全体像を生徒がつかむ鍵となるので、よい演奏が
求められる。
　次に、楽器の手配だが、附属中には備品の箏は３面
しかないので、従来の授業では生徒が実際に箏に触れ
ることができる時間は大変限られたものであった。こ
の度は学部の備品を加えて、40名の生徒に14面の箏を
用意した。これにより３人一組で一面の箏を扱うこと
が可能となり、８名（平成23年度）の学生支援者とい

う人材と合わせて、大変な効果をもたらしたと言える。

　次に、実際の授業内容の概略を示す。

■第１学年
　　平成24年１月18日（水）、20日（金）第２～５時限
　　１年１組～４組　男子20名、女子20名
　　授業者：五十嵐正登、菅生千穂
　　授業支援者：群馬大学教育学部学生８名

【第１時間目】
１．「さくら」三重奏の範奏を聴き、箏の音色に興味を

持つ。
２．箏の各部分の名称を知る。
３．親指AB練習で、基本奏法を知る。
４．音を探しつつ「さくら」の旋律を弾く。
５．「わらべうた」三重奏を演奏する（範奏有り）
　　（伴奏は、バスオスティナートと合いの手で即興的

に創作する）
６．グループごとに「わらべうた」を練習する。
７．グループごとに「わらべうた」を発表する。

【第２時間目】
１．「名前呼びリレー」（即興・創作）をする。
２．「俳句de創作」の範奏を聴き、グループで練習する。
３．グループごとに「俳句de創作」を発表する。
４．大学生による「かさじぞう」（物語の朗読付）の演

奏を鑑賞し、箏の音色や物語中における効果、奏
法についてさらに興味を広げる。

■第２学年
　　平成24年１月17日（火）、19日（木）第２～５時限
　　２年１組～４組　男子20名、女子20名
　　授業者：五十嵐正登、菅生千穂
　　授業支援者：群馬大学教育学部学生８名

【第１時間目】
１．「さくら」三重奏の範奏を聴き、箏の音色に興味を

持つ。
２．箏の各部分の名称を復習し、親指AB練習で基本奏

法を復習する。
３．縦譜の読み方と押手の技法を知る。
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４．「さくら」三重奏をグループで練習する。
５．「さくら」三重奏をグループごとに発表する。

【第２時間目】
１．「てぃんさぐぬ花」の範奏を聴き、前時と違う琉球

音階での合奏について興味を持つ。
２．合奏に先立ち、「てぃんさぐぬ花」の歌詞を理解し、

旋律を歌う。
３．「てぃんさぐぬ花」箏三重奏をグループで練習する。
４．「てぃんさぐぬ花」をグループごとに発表する。
５．「八木節」（大学生全員の大合奏）の演奏を鑑賞し、
日本の民謡についてさらに興味を広げる。

※なお、平成22年度も同様の展開で授業を行った。第１学年、第
２時間目に行った「俳句de創作」のみ、平成23年度に新たに
取り入れた。

Ⅳ．箏の授業における手立て

　ここでは、連携授業で扱った教材とその扱いに関す
る手立てを、次の５つの視点から述べる。すなわち、
１．３人で１面の箏を使う形態の利点、２．基礎技能
習得のための「親指AB練習シート」の活用、３．「わら
べうた」「名前呼びリレー」「俳句de創作」などの五音
音階を用いた創作活動、４．琉球民謡「てぃんさぐぬ
花」での手立て、５．表現とリンクする鑑賞活動の５
つの視点である。

１．３人一面での活動の利点
　まず、楽器数の手配であるが、３人で１面の箏を使
えるような面数を用意できると、生徒の待ち時間は限
りなく短縮できる。今回は40名に対し14面を用意し、
教室に入室時から並べた箏の所に３人ずつ座るように
した。これで基礎知識、基本奏法の習得時からそのま
まアンサンブル活動へと流れ作業で入ることができ
た。
　アンサンブルでは３人が、旋律、合いの手、低音の
伴奏という明確な役割を持つことが可能である。役割
の他に音色の違いもありテクスチュアがはっきりする
ほか、パートにより難易度や特性が異なる利点、グルー
プ活動におけるコミュニケーションの場ができる等の
利点もあげられる７。

２．基礎技能習得のための「親指AB練習シート」
　生徒は箏という楽器そのものが珍しいので、弾いて
みたいと逸る気持ちがある。同時に、やはり「上手に」
弾きたいという気持ちが見て取れる。授業では親指に
はめる爪１つのみを配布しているが、それでも多くの
生徒が扱い難そうにしている。問題の多くは爪の糸へ
の当て方に起因する。
　そこで本連携授業初年度の第１日を終えた時点で、
不必要に力まずに演奏に適した右手の形を覚えること
ができるような段階的なエクササイズを考案した。そ
れが図１の「親指AB練習シート」である。
　爪をいきなり付けて弾こうとすると、すくいあげる
ように弾いてしまうこと（写真２）や親指のみを動か
し横から引っ掻くように弾き上げる例（写真３）が圧
倒的に多い。
　「親指AB練習シート」では、Ａ練習で親指のグリッサ
ンド的な動きを行い、指の腹や爪が流れるように順番
に糸に当たって行く感覚をとらえ、Ｂの練習で実際の
演奏に近い形で、３本ほどの糸を連続して演奏する感
覚をつかむことを目的とする。練習はＡ、Ｂとも次の
４段階を踏んで行うことで効果が見られた。
-------------------------------------------------------------------------
① 爪を外して、紙を床において各矢印をなぞる。
② 爪はまだはめず、紙を箏の上に置き、紙の上から糸
の感触を指で確かめつつ行う。

③ 紙をはずし、②で行った練習を素手のまま、箏の上
で行う。

④ 最後に爪をはめて、箏の上でAB両方の練習をする。
-------------------------------------------------------------------------
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③④のＡ練習ではグリッサンド音が聞かれ、この場面
ではどのクラスでも必ず興奮の声が上がった。AB両方
の練習に共通する留意点は、手の甲が突っ張らないよ
うに丸くリラックスすることである。特にＢ練習では、
親指が同じ角度で糸に接する状態を保つために手全体
を前に傾けるのがポイントで、この時、自分の爪が紙
に書かれた○印「爪タッチ」のポイントにタッチする
まで倒すことが望ましい。こうすることで、初心者が
陥りがちな力みを取り除くことが出来る。本シートを

用いた基礎練習の効果は中学生のみならず、その後筆
者が関わった大学生の授業、現職教員の講習等でも認
められた。

３．五音音階を用いた創作的な活動
　箏の基本的調絃は五音音階で、不協和音が生じにく
いため創作活動には大変適している。本実践では「わ
らべうた」の伴奏つくり、「名前呼びリレー」「俳句de
創作」に創作的な活動を取り入れた。
　「わらべうた」「名前呼びリレー」は『楽しい箏楽譜
集』８に掲載された非常に効果的・効率的な教材だが、
本実践では「わらべうた」も３人グループでの合奏作
品とし発表する形をとった。すなわちⅢパートのバス・
オスティナートのほかに、Ⅱパートによる「合いの手」
もグループごとに考えて、即興的に一つの作品にして
いくのである。各グループは、曲の長さや難易度の異
なる７つのわらべうたから、好きな曲を選択し、練習、
発表を行った。「たこたこあがれ」や「一番星みつけた」
のようなシンプルな曲でも、また他のグループと同じ
曲であっても各グループの工夫が見られ、発表では演
奏者やグループ毎の個性を感じ取ることができる。こ
れは自己肯定感、グループでの達成感に繋がる。具体
例では 夕焼け小焼け、明日天気になぁれ！ の最後に、
流れ星を想定した高い音でのグリッサンドを挿入する
など、グループで相談して効果音を入れる例もかなり
見られた。
　「名前呼びリレー」（図２）は、使用する糸を七、六
に限定しないほうが、伸び伸びと活動することに気づ
かされた。限定すると「正しく」当てはめなければな
らないと感じ、「これで合っているか？」と友達に尋ね
る場面も見られた。尾藤は、求められる音程が明確な
場合、中学生はまず正確さにこだわる傾向がみられる
と指摘し、あえて音程を排除した「ことば」による創
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図１　親指AB練習シート

写真２ 写真３

図２　名前呼びリレー



作学習教材を提示し 音楽の得意不得意に関わらず、児
童や生徒が楽しみながら、「作る喜び」「工夫する喜び」
を味わえる と実感していると述べている９。名前呼び
リレーでも使用する糸の制限を取り除くことで、か
えって抑揚の激しい呼び方や、返事となり、個性あふ
れるオリジナルを作り、工夫する喜びを感じられる活
動となった。これらの創作活動では男子生徒の活動量
が増える様子も見られた。
　「俳句de創作」（図３）は23年度に新しく導入した教
材である。ここでは、グループで発表する俳句を選び、
「五・七・五」の一区切りずつを各人が担当して、音
を探して ふしづくり を行った。基本は、音をあてが
うことで、 ふしづくり となるわけだが、俳句から読
み取れる情景を表す効果音を挿入する、間を工夫する
など、 ふしづくり から構成感のある 作品つくり へ
と発展しているグループもある。具体的には、「古池
や～」に蛙の飛び込む音を挿入、「閑かさや～」に蝉の
声の表現、「柿食えば～」に法隆寺の鐘の音、などの効
果音が多かった。大切なことは、これをグループで考
える過程において、表現したいイメージの共有→音に
出してみてのフィードバック→そこからの試行錯誤、
という流れが確実に行われていることである。

　これは兼平の「音楽的思考」10が生徒の中で行われて
おり、表現したいもののイメージ（内界）を音素材や
音楽の構成要素をつかって「表現の世界」として具現
化していると言えよう。出した音、表現を内界のイメー
ジと照らし合わせ、工夫を重ねていくという相互作用
のサイクルが生じる。下記の箏の授業全体についての
中学生の感想文中にも俳句に関する記述が多く、中に
は調絃のムードの違いに言及したものもみられる。

・自分で音を決めて俳句を歌うのが面白く、こういうや
り方もあるのだと感心した。

・２日間という短い間に、弾き方すら知らなかったのに
簡単なものが少し弾けるようになれたり俳句に合わせ
て琴をひいたりとても充実した。

・音階によっても音色が変わり、同じ俳句を選んでも、
出来上がった作品はそれぞれ全く違うものでとても楽
しく、琴の魅力がわかったような気がします。

４．琉球民謡「てぃんさぐぬ花」の手立て
　「てぃんさぐぬ花」では琉球音階及び琉球文化に触れ
ることができる。琉球音階の響きは極めて独特で、初
めて耳にすると「さくら」の平調子からの響きの乖離
に、生徒たちにある種の衝撃が走る。また、それが柱
を動かすだけで同じ楽器から得られるということか
ら、自由調絃の箏の楽器としての可能性に中学生も気
付くことができる。教材の利点としては、何よりも１
コーラスが８小節で終わるという短さが挙げられる。
また、琉球音階、琉球の民謡を扱うことで箏の活動か
ら日本各地の民謡、ひいては世界の民族音楽へつなげ
ていくという展開の可能性が挙げられる。
　ところが１年目に、第２学年で「てぃんさぐぬ花」
三重奏を行ったところ、曲の短さにも関わらず生徒は
アンサンブルを仕上げるのに手こずっていた。当初、
この曲は編曲上、ⅡパートがカノンのようにⅠパート
のメロディーをおいかけるだけになっているので、短
時間で仕上がるものと予想していた。しかし、どのク
ラスも予想以上に時間を要する結果となった。原因に
ついて支援した学生の声を統合すると、まず曲をよく
知らない上に、フレーズの冒頭がすべて休符で始まる
形であることが挙げられた。読譜能力やリズム感等の
能力差が表れやすい状況で、それら能力の弱い生徒に
対し学生は、手拍子で拍を打つ、「ウ」と声に出して拍
頭の休符を感じさせる、などの支援を行った（図４Ｂ
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図３　「俳句de創作」



参照）。そこで２年目には、改善策としてⅡパートを簡
易化した楽譜を用意し（図４）、Ⅱ、Ⅲパートの動きか
ら４拍子の拍が顕然化するようにした。さらに、Ⅱ、
Ⅲパートを２小節間、前奏として演奏するよう指導す
ると、Ⅰパートのメロディーの頭拍が休符であっても、
メンバー全員が４拍子をしっかりと感じることが出
来、スムーズに進むことも分かった。

５．「表現」とリンクする「鑑賞」活動
　第２時間目の最後には、大学生と教員の演奏による
鑑賞も行った。第１学年は、語り付きの「かさじぞう」
で、生徒の活動と同じ３人一組で箏は１面のみ使用し
ての演奏である。第２学年の鑑賞曲は「八木節」で、
箏５～９面を用いた３パートによる合奏である。題材
出典はいずれも『楽しい箏楽譜集』であり、取り組み
時間を確保すれば中学生レベルで十分に演奏可能な楽
譜である。さらに「八木節」にはスティックで絃３本
を同時に叩くというパートがあり、リズムセクション
は和太鼓のように迫力がある。
　下記の生徒たちの鑑賞シートからは、音色やテンポ
と表現についての観察、奏法に関しての観察（自分た
ちが学んだものとの比較も含む）、調絃による音階の雰
囲気の違い、今後の「表現」への意欲等が記されてい
る。

【かさじぞう】を聴いて（１年生）
・３人それぞれに音の強弱があり、今どんな場面なのか
がよくわかった。

・雪の中の静けさ、かさが売れないさみしさなど意外と
色々な雰囲気が表現できるのだと思った。

・私たちはずっと同じような感じの音くらいしか出すこ
とができなかったけれど、大学の先生方は色んな音を
混じり合わせながらアンサンブルをやっていた。

・僕たちが学習していない演奏の方法があった。
・親指以外の指を使ったり、竜頭を叩いて音を出してい
て驚いた。

・「かさ地蔵」は僕たちのやった発展だったので琴でこん
なことができるんだなと、とても興味を持った。

・自分も先生たちのようにたくさんの曲が弾けたらよい
と思った。

【八木節】を聴いて（２年生）
・おしとやかなイメージの琴と異なって激しい感じで意
外だった。

・スティックや、爪を３つもはめたりしていて、リズム
もはやくすごくかっこいいなと思いました。

・和音を弾くとき、つかむように弾いていた。
・今まで箏は最初演奏したゆっくりで和風なイメージし
かなかったけれど、琉球や速い曲まで演奏できるんだ
と初めて知りました。

・３重奏だとシンプルだったけどアンサンブルは全部の
音が集まるとすごく迫力のある音になった。

・一人一人の役目をみんな果たしていてすごくきれい
だった。

Ⅴ．考察

　附属中学校との和楽器連携授業の実践から、前章で
あげた視点で教材の特性と効果、具体的手立てについ
て述べてきた。各項で引用した中学生の感想からも実
感のある気づきが読み取れる。そこから、本論で提案
した「３人一組」の形態が楽器数の問題を軽減し、ま
た、その教材案は従来の「さくら」や「六段」に加え
て、少ない時数で効果的な授業を構成する新しい視点
を提供すると言える。
　ここでは、さらに、本実践の箏アンサンブルが、生
徒の自発的表現活動を積極的に支える場となりうると
いう仮説を、橋本11の器楽アンサンブルの「仮面性」と
「道具性」という観点や、題材の魅力という観点から
考察する。さらに「創造のプロセス」を評価する指導、
支援の在り方の重要性を述べたい。
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図４　Ａ改善前とＢ改善後（Ⅱパート）の譜例

Ａ　てぃんさぐぬ花　mm.1-4（改善前）

Ｂ　てぃんさぐぬ花　mm.1-4（改善後）



１．箏の「仮面性」と「道具性」
　橋本は、思春期の生徒がもつ「仮面性」を理解する
必要性を説き、この時期に器楽アンサンブルを行うこ
とで、表現活動において楽器もまた「仮面性」「道具性」
を持つと指摘している12。第Ⅳ章の１で述べた「１面を
３人で演奏する箏アンサンブル」のスタイルでは、生
徒は、常時器楽アンサンブルの一員と位置付けられる
形態となる。
　また橋本は、リコーダー・アンサンブルにおける現象
をR. カイヨワの「遊び」の定義に照らしている（表１）。

表１　リコーダー・アンサンブルでの「遊び」の定義
R. カイヨワ「遊び」の定義 リコーダー・アンサンブルにおける現象

① 自由な活動 練習の時間や仕方を参加者で決める。

② 分離した活動 グループという空間の中で活動する。

③ 不確定の活動 参加者で曲を決めたり進行を決められる。

④ 非生産的な活動 曲をつくり上げていく過程を楽しむ。

⑤ ルールのある活動 グループごとにできたルールに従う。

⑥ 虚構的活動 日常の一斉授業では得られない空間。

R. カイヨワ「遊び」の項目 リコーダー・アンサンブルにおける現象

① 競　争 テンポの速さを競う場面に現れていた。

② 偶　然 偶然に出してしまった音の反復に現れてい
た。

③ 模　擬 吹き方の模倣に現れていた。

④ 眩　暈 発表会前に繰り返し練習するある種のトラ
ンス状態に現れていた。

（橋本真由（2003）p.94より転載）

　これは、３人一組での箏アンサンブルにも該当し、
グループでの選曲、練習、グループのルールに従うな
どの状況が、表１の①「自由な活動」、②「分離した活
動」、③「不確定の活動」、④「非生産的な活動」、⑤「ルー
ルある活動」に一致している。また、箏という楽器が
珍しく、リコーダー・アンサンブル以上に「非日常的」
であることは⑥虚構的活動の意味合いを強めている。
また、遊びの項目②「偶然」や③「模倣」の項について
は、五音音階で偶然に出る音列が不協和音とならない
ことから、躊躇なく「偶然性」を楽しみ、それを模倣
し合う様子が合致する。３人という少人数でのアンサ
ンブルが基本形態となる本実践の箏アンサンブル活動
は、中学生音楽の授業において「仮面性」を持ちつつ
も自己を表現する場の設定として有効に働くと言える。

２．「音楽的思考」を支える魅力的な題材
　橋本は、道具性を発揮する器楽アンサンブルにおい
てその教材選択には「教材自体に音楽的価値があるこ

と」「教育的価値（対等な役割等）」が必要だとしてい
る13。本実践での３人１組の箏アンサンブルでは、パー
ト間における演奏技術面や楽譜上に見る難易度の差は
存在するが、その役割の重要性においては対等である
と筆者は考える。箏のユニークな特長の一つである。
また、本論で提案した箏教材については「俳句de創作」
「てぃんさぐぬ花」等非常に短い曲にも歴史的・文学
的な要素、特徴ある地域民謡の要素がある。魅力ある
題材をベースに、演奏しやすい楽譜に整理された教材
を用いることにより、表現活動は一層活発になる。
　また、題材自体に魅力があることに加えて、箏の音
色自体が魅力的であることが、自発的な音楽表現に繋
がっていると筆者は考える。これは、兼平が主張する
「音楽的思考」が連続して行われている状態といえる。
つまり、演奏（「表現」）が、楽譜の再現の操作にとど
まらず、①「このような表現をしたい」という自己の
内的なイメージを源としていること、②演奏されたも
の（「表現の世界」）からは楽器の音色や、演奏・創作
した音の素材によるフィードバックを得ること、これ
ら①②の連続が、さらに次の表現を深めることに繋が
る。魅力ある題材には、内的イメージを刺激する深み
があり、その題材が表現される幅をも広くする。また、
箏では様々な音色を比較的簡単に出すことができると
いう特長がある。筆者は、イメージを表したい状況に
おいて、その過程での技術的困難が少ない箏の特長が、
上記①②のが連続的に行われることに繋がると考え
る。

３．プロセスを大切にする指導・支援・評価の在り方
　箏が創作活動に適していることは、本論でも提示し、
昨今の和楽器授業でも創作が多く取り入れる傾向にあ
る。ただし、兼平の和楽器創作授業の内訳調査では「教
師が用意した〈リズムパターン〉などの表現媒体、音
素材を操作する実践」が圧倒的多数となっている。こ
れは「創作活動」と呼ばれたとしても、知的な操作や
作業に留まっているともいえ、実際に生徒の心が動い
て、内的なイメージを音表現にする、または、出した
音からさらにイメージを膨らませるという、先述の「音
楽的思考」を働かせる創造的な活動があまり行われて
いないことを示唆する。そのような、言わば活動に付
けられた看板ばかりの 創作活動 に陥らないよう、指
導・支援の在り方、評価の在り方に十分留意する必要
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があると筆者は考える。
　創作活動の場合、オリジナルなものであるがゆえに、
「作品の発表」に評価の重点が置かれがちである。ま
た生徒自身にも、上手に演奏したい、用意した内容を
間違わずに再現したい、というような、発表の体裁に
執着する気持ちが存在し、その点で発表の「成功」は
生徒の自己実現、自信に繋がることは確かである。し
かし、ここであらためて、「作品の発表」を重視すると
きに見落としがちな「創造のプロセス」の大切さに触
れておきたい。
　例えば、授業中の限られた活動時間の中で、発表に
間に合うような作品を創ろうとするとき、組み合わせ
れば良いリズムパターンやその例が豊富に用意されて
いれば、短時間で手軽に組み合わせてこれでよし、と
活動を中断し発表時間になるのを待つグループが現れ
る。そして、無難な発表が行われるであろう。他方、
活動中に活発に即興し、グループでコミュニケーショ
ンしながら試行錯誤している様子が見受けられたグ
ループにおいて、仮に時間内に発表できるようなまと
まった作品が仕上がらなかった場合はどうだろう。こ
の生徒たちを発表させるのか、また、発表での作品の
状態が未完であってもそこまでの過程をどのように評
価するのか、は教師の裁量に任される。無難な発表を
した前者の評価についても考えさせられる。
　また、本実践で見られた「名前呼びリレー」の一例
も紹介しよう。このグループは、活動中には様々な音
や奏法を使い、呼びかけ方や返事の仕方にバリエー
ションが見られた。しかしグループが指名され発表し
た時には、シンプルな基本形のみを演奏したのである。
　筆者は、学習者の創造活動においての発表について、
美術の作品制作における、創作的なプロセスの重要性
という視点にもヒントがあると考える。林14は「作品を
いかに読み取るかは、教師に課せられた大切な任務で
ある。作品は「プロセス」の結果、最終段階である。」
とし、20分以上液体粘土で試行錯誤したＡ子さんの事
例を示している。さらに、Ａ子さんの完成作品にみる
「決定的な事実は、勢いよく20分以上続けられたＡ子
さんの活動の痕跡の数々は悉くかき消され、最後の瞬
間のみが辛うじて画面に残されているということ」と
し、ここでは、教師が生徒の心の活動のプロセスを見
る大切さと難しさについて論じられている。音楽の活
動においても共通するところがあると筆者は考える。

学校音楽の場は、音楽家や演奏家を育てる場ではない。
このことがわかっていても、作品の発表は、「作品らし
く」体裁が整い、「間違わずに」演奏されるようについ
つい指導してしまいがちではないだろうか。特に予め
楽譜が用意されていない創作活動において、生徒の「創
造的プロセス」を見つめて、活発な創造的活動が連続
するような指導・支援の在り方が求められる。

まとめ
　「時短」が叫ばれる今日、本論に提案した効率的な教
材、効率的な授業手立ては、「手立て」として一助とな
ることを願うものである。しかし、それらを用いて生
徒の心をいかに動かしていけるかという、プロセス重
視の視点を教師が持たなければ、ともすると「時短に
よる作品完成へのレシピ」に陥る可能性も否めない。
　一方で、箏アンサンブルの魅力は、時短レシピを用
いても、題材の魅力、演奏形態、音色等の魅力により、
心に響く瞬間を得やすいことである。和楽器授業の一
案として箏アンサンブルが、少しでも広がっていくこ
とを願う。
　今後の展望については、附属中との連携授業は平成
24年度も予定しているので継続的に研究を行ってい
きたい。一方、十分な楽器調達の問題、準備時間とそ
のための人材確保の問題等は課題として依然残ってい
る。例えば、箏の扱いを学ぶ現職教員に対する研修を
必要に応じて定期的に行うなど、これまで以上に大学
が現場教員の研修機関としての役割を持つことも今後
の対応策の一つと言えよう。
　最後に、この２年間の連携授業の実践に参加した学
部生の成長は目をみはるものがあったことを書き添え
たい。実習を終えたばかりの３年生が中心であるが、
授業者としての実習とは違う視点で支援を行ったこと
による気づきによるものである。実際の生徒の反応を
ダイレクトに感じ、教材の受け入れ方、箏への興味関
心の高さ、支援の在り方、授業計画などについて、実
感をもって理解、再認識をしたことがレポートから窺
えた。学生の卒業時における教員の資質向上を図るう
えで、附属学校園は在学中に接する 現場 であるとい
える。連携強化が課題となる今日、学部と附属学校園
の関わりの在り方は、今後の研究課題として深めてい
くべきものだと感じている。
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注
１　筆者による選択講習、「和楽器を含む器楽授業のアイデア」。
過去に、平成20年度（試行講習）、21，22，24年度の４回行
い、県内を中心に小中高校教諭が20～30名受講している。レ
ポートでは前任校・現任校で和楽器授業を行う際の問題点
と解決策を提示するが、楽器数不足、準備時間と労力、授業
時間数不足等が問題。群馬県では教育センターにて和楽器
の無料レンタルが可能だが予約状況は常に過密であり、地
理的に利用を断念する学校もある。

２　菅生千穂（2009）「小中学校音楽の授業における箏の可能性　
―邦楽器演習の実践から―」『群馬大学教育実践研究』26，
pp.57-65.　ここでは３人で１面の箏を用いる活動の詳細
のほか、五音音階が創作に最適である、絃名譜の利点、調絃
に隠された倍音共鳴による豊かな響きのしくみ、に触れて
いる。菅生千穂（2011）「創作・物語の音楽における箏の有
用性について　―小中学校音楽の授業における箏の可能性
（2）―」　『群馬大学教育実践研究』　28，pp.92-100.　ここ
ではオルフ楽器を合わせた創作活動、物語の音楽つくりに
ついての実践をとりあげた。

３　尾藤弥生（2006）「創作活動における箏活用の有効性に関す
る一考察」『北海道教育大学紀要　教育科学編』56（2），pp.
149-159

４　尾藤弥生（2003）「教員養成における和楽器 箏 の奏法習得
に関する一考察」『北海道教育大学紀要　教育科学編』　54
（1）　pp.91-104

５　尾藤弥生（2005）「教員養成における箏の様々な奏法の味わ
い状況に関する一考察」『学校音楽教育研究：日本学校音楽
教育研究会紀要』９，日本学校音楽教育実践学会，pp.170-

（すごう　ちほ・いがらし　まさと）
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６　兼平佳枝（2009）「思考力育成からみた中学校創作授業の現
状と課題　―日本伝統音楽を教材とした創作授業の場合
―」『北海道教育大学紀要　教育科学編』59（2），pp.57-69

７　山内雅子・大原啓司（2002）『楽しい箏楽譜集～授業や音楽
会ですぐに使える～』　p.17に、１面の箏を３人で奏でる
パートの役割や、形態の利点がさらに詳説されている。本稿
で紹介した教材以外にもこの形態で演奏可能な、効果的効
率的教材が多数掲載されている。

８　注７　同上書　pp.11-14
９　尾藤弥生（2010）「「ことば」を音楽表現の素材とした創作活
動の意義」『北海道教育大学紀要　教育科学編』61（1），pp.
249-263.　中学１年生対象の「わらべうた創作授業」で尾藤
も「五音音階を使用した、音の高低が明確な「ふし」づくり
となるため、生徒は自分たちの作品を演奏する時、音程が正
確に歌えないとその点が気になり「正しい音程で歌うこと」
にこだわりそれに多くの練習時間を使っていた。」と観察し
ている。P.250

10　注６　前掲書　p.63
11　橋本真由（2003）「思春期の仮面性と器楽アンサンブル」『思

春期の発達的特性と音楽教育～学校音楽教育実践シリーズ
５～』日本学校音楽教育実践学会編，pp.90-97

12　橋本真由（2004）「器楽アンサンブルの意義に関する研究
（2）―仮面性と道具性との関連に視点を当てて―」『学校音
楽教育研究』日本学校音楽研究会紀要　８，pp.58-59

13　注11　前掲書　p.95
14　林耕史（2009）「「プロセス」は見ることができるのか」『美
育文化』　Vol.59　No.５，pp.13-19
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